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近年、 （「開発原病」「植民地的開発」）から （「もう一つの発展」「持続 
可能な発展」「地域社会の自助」など）が登場している。これらを本研究は植民地史の分析方法として導入する。 
 
事例２ 日月潭発電所(じつげつたんはつでんしょ)  
当時の政党政治に日月潭工事は政治的カードとして利用されていた。それに怒りを覚えた台湾在住の日本人商工業者が工事の再開を訴えたが 
 





















































































第二工区 隧道（東埔） 大林組（内） 747,000.00
第三工区 隧道（過坑） 鹿島組 644,300.00
第四工区 第隧道（木屐蘭） 今道組 394,700.00
第五工区 隧道（司馬按） 高石組 289,700.00
第六工区 水社堰堤、頭社堰堤 鉄道工業（内） 1,696,000.00
第七工区
水圧隧道、発電所、
宿舎ほか 大倉土木 1,395,318.05
請負現場
